
突発的な感染症危機管理事例に対し、柔軟かつ迅速に対応できる人材の育成が望まれることから、講習内容において
常に検討し、効果的な講習内容の実施。また、講師を招くにあたっての経費や、現地調査のための旅費については、可
能な限り割引サービスの利用を実施。（事前申込割引やパックの利用。）
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　一部改善（事業を一部見直し、概算要求に反映）

　執行の観点からは概ね妥当であるが、事務費について精査を行い、効率的な執行に努めること。

執行額 29 20 8

執行率 82.9% 69.0% 88.9%

総事業費(執行ベース) 35 20 8

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

以下の（１）、（２）については旅費法に基づき、（３）は当所の規定に基づき適正に支払った。(４)は競争見積を掛け随意
契約による。
(1)感染症危機管理事例に対して現地の調査活動に必要な7名分の旅費
(2)FETPにかかる外国からの2名の講師への招へい旅費・滞在費
(3)国内から招いた講師2名の諸謝金
(4)講習会に必要な資料の作成費

見直しの
余地

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

実施疫学調査専門家（FE)の養成: 米国CDCや世界保健機関（WHO）との協力のもと、国立感染症研究所内に世界標
準となる2年間の実地疫学専門家養成コース（FETP）を設置し、FEの育成を行う。研修はOn-the-jobであり、疾病アウト
ブレイクへの直接対応を通して、知識・技術・実務対応の総合技能の修熟を図るとともに、専門家集団として国家の危
機管理に貢献のため、自治体等の感染症対策関係者への知識技術の還元のための講習会等を開催。

実施状況
感染症集団発生に伴う現地調査、感染症サーベイランス活動、感染症疫学情報の発信、感染症疫学研究、感染症疫
学セミナーの受講、地方自治体等の感染症対策関係者を対象とした感染症疫学についての講習会を実施。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 35 29 9 15 15

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
－

関係する計
画、通知等

－

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

国と地方が連携して積極的に疫学調査を実施し、健康危機管理体制の強化を図る

事業番号 629

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 厚生労働省)

予算事業名 感染症危機管理人材育成費
事業開始

年度
平成11年度 作成責任者

担当部局庁 国立感染症研究所 担当課室 総務部会計課 課長　星野　真

会計区分 一般会計 上位政策 －



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

国立感染症研究所

８百万円

感染症実地疫学専門家の養成に係る研修会の実

施及び実地疫学調査の実施

Ａ．外国人講師２名

２．７６百万円

招へい研究者の招へい旅費、

滞在費

Ｃ．感染症実地疫学研修生７

名

１．０３百万円

実地疫学調査旅費

【随意契約】

Ｄ．統計印刷工業（株）

０．４９百万円

感染症危機管理研修会資料印

刷

Ｂ．外部講師（国内）２名

０．０３百万円

研修会講師謝金

うち事務費 ４百万円



計 0 計 0

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 2 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.　J氏 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

外国人招へ
い旅費

外国人講師の招へい旅費 1

招へい外国
人滞在費

招へい外国人の滞在費 1



感染症機器管理人材養成費

A．外国人講師2名 （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 2,487,260 Ｊ氏

1,195,260 FETPの講師としての外国人招へい旅費

1,292,000 FETPの講師としての外国人招へい滞在費

2 266,000 M氏 FETPの講師としての外国人招へい滞在費

B．外部講師（国内）2名 （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 18,000 Ｈ氏 研修会にかかる諸謝金として
2 16,350 Ｋ氏 研修会にかかる諸謝金として

C．感染症実施疫学研究修生　7名 （単位：円）
順位 金額 支出先 契約内容
1 238,770 Ａ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
2 135,970 Ｂ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
3 135,970 Ｃ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
4 124,620 Ｄ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
5 173,250 Ｅ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
6 111,950 Ｆ 感染症実施疫学研究にかかる旅費
7 111,950 Ｇ 感染症実施疫学研究にかかる旅費


